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　山形県鶴岡地区で運用している
Net4Uは，2000年に経産省の補正予
算公募事業「先進的情報技術活用型医
療機関等ネットワーク化推進事業――
電子カルテを中心とした地域の医療情
報化」に採択されたことを機に，「一
地域・一患者・一カルテ」を基本コン
セプトとして開発された地域電子カル
テシステムである。当時はインターネ
ットの黎明期で医療連携への ICT活
用が期待され始めた時代であり，医療
DXの先駆けとも言える事業であった。
　開発当時から，所見の記載のみなら
ず，検査データの自動登録，画像の添
付，訪問看護指示書や紹介状の作成・
送付，多施設間の情報共有などの機能
を有しており，わが国で最も歴史のあ
る地域電子カルテシステムである。そ
して，現在に至るまで発展的に運用さ
れており，2012年には病院から地域
へという時代の変遷を見据え，「医療
と介護をつなぐヘルスケアソーシャル
ネットワーク」として全面アップデー
トされ，医療のみならず，介護を含む
多職種連携を支える情報共有ツールと
して活用されている（図 1）。
　また，当地区における Net4Uの運
用面の特徴として，運用費を同地区医
師会が負担していること，事務局が同
地区医師会地域医療連携室「ほたる」
に設置されていること，開発ベンダー
が鶴岡市に常駐していること，鶴岡二
次医療圏全域で利用されていることな
どが挙げられる。

在宅医療で効果を上げる 
Net4U

　Net4Uは，主に在宅医療におけるさ
まざまな患者情報を多職種，多施設間
で共有することを可能とし，そこにか
かわる多職種相互のコミュニケーショ
ンを拡大することで，在宅医療を支え
るツールとして着実に成果を上げてき
た。現在，Net4Uには医療施設のみな
らず，訪問看護ステーション，居宅介
護支援事業所，地域包括支援センター，
老人保健施設などが参加しており，
ICTを利用した医療・介護情報共有基
盤として，鶴岡地区は全国的に見ても
成果が出ている地域と評価されている。
　参加施設は 154件であり，参加職種
の割合は，看護師が 47％，介護職
26％，リハ職 10％，医師 9％，薬剤師
6％，歯科医師 1％である。看護師と
介護職でおよそ 4分の 3 を占め，
Net4Uの利用を見ても看護師の書き込
み数は他職種を圧倒しており，看護師
が発信する情報を他の職種が参照して

寄 稿

地域電子カルテシステム「Net4U」を活用した
包括的な医療体制の構築

いる現状がうかがわれる。さらに，職
種ごとのユーザー数の年次推移におい
ても看護師と介護職の伸びが著しい
（図 2）。
　背景には，在宅医療の主な担い手で
ある訪問看護師と介護職が，在宅医療
を支えるツールとして Net4Uを活用
していることが考えられる。在宅医療
における Net4Uの効果は以下の点が
挙げられる。①医師への報告，相談な
どがお互いの都合が良い時間帯で確認
でき，さらには記録として残ることか
ら，電話や FAXと比べ個人情報保護
の観点からも利便性が高い点。②病院
の緩和ケア，褥瘡，認知症などに対応
する認定看護師と Net4Uを介して協
働することで，お互いのレベルアップ
に役立っている点。③患者・家族参加
型ツールである Note4U（註） を利用
することで，患者家族が遠方に住んで
いる場合のサポートに役立っている
点。④介護職が Net4Uに参加するこ
とで，在宅医療におけるより効果的な
情報共有につながっている点である。

クリニカルパスの地域連携

　当地区では 2006年に地域連携パス
推進協議会を設立し，複数の地域連携
パスを運用している。特に大腿骨近位
部骨折，脳卒中に関しては，ほとんど
の患者が中核病院である鶴岡市立荘内
病院へ搬送されることから，初診より
全例登録を原則とし，パス情報集積し
ている。データを解析することで種々
の知見が得られており，その成果は論
文や学会で報告している。また脳卒中
パスは，維持（生活）期においても運

用されており，パス情報を Net4Uで
共有することで，パスのアウトカムで
ある ADL低下防止や血圧コントロー
ルに一定の成果を上げている。
　最近の地域連携パスのトピックとし
ては，栄養障害・嚥下障害などにより
生活に支障を来す人を多職種で支援す
る「たべるを支援し隊」の活動が挙げ
られる。25人ほどのメンバーはそれ
ぞれ異なる施設に所属しているが，
Net4Uを利用することで，動画を含め
た画像，フェースシート，アセスメン
トシート，アウトカム評価シートなど
の患者情報の共有が可能となってお
り，情報共有が不可欠な活動に貢献し
ている。
　Net4Uは多職種間の情報共有ツール
としてだけではなく，鶴岡地区を包括
する庄内地域の医療情報共有ネット
ワーク 「ちょうかいネット」とも連携
しており，庄内 2次医療圏の主な病院
の電子カルテ情報を患者の同意の下，
診療所，訪問看護ステーション，介護
施設などから閲覧できる広域連携機能
も有している。

運用課題と医療情報ネット
ワークへの期待

　2023年 10月末時点で Net4Uへの登
録患者数は延べ 8万 7074人であり，
月平均 500人ほどの新規登録がある。
一方で，ある訪問看護ステーションを
対象とした調査では，訪問患者のおよ
そ 50%でしか Net4Uが使われていな
いと明らかになった。また，記録のほ
とんどは訪問看護師が担っており，医
師の参加は限られ，薬剤師や歯科医師

の利用はさらに限定的である。参加者
が増えているとはいえ，ケアマネジ
ャーが実際に Net4Uにアクセスし，
訪問看護師などと情報共有している事
例はそれほど多くはないという現実も
ある。地域連携パスにおいても，急性
期から回復期，さらには生活期へとパ
スでつながってはいるが，あくまで医
師間の情報共有であり，生活期パスへ
の看護師や介護職の参加はまだ少な
く，脳卒中の再発や再骨折の予防を地
域全体でどう取り組むかは今後の課題
である。
　さらに，Net4Uのような地域医療情
報ネットワークの運用費を誰が負担す
るのかという，全国共通の根本的な課
題がある。当地区の場合，医師会が運
用費を全額負担しているが，いつまで
継続できるかは不透明であり，負担の
あり方は今後検討する必要がある。ま
た，Net4Uは地域住民に知られた存在
とは決して言えない。Net4Uは地域住
民にとってこそ有益なシステムである
ことを周知するための広報活動にも今
後取り組む必要がある。

＊
　2022年は医療 DX元年とも言われ，
オンライン資格確認システムが義務化
され，マイナンバーカードの保険証利
用も開始された。オンライン資格確認
システムを利用することで，患者の同
意の下，患者の診療／薬剤情報や特定
健診情報も医療機関で閲覧が可能とな
り，患者自身もマイナポータルから薬
歴などが閲覧可能となった。わが国が
進める全国レベルの医療情報ネット
ワークは全国医療情報プラットフォー
ムと呼ばれ，今後は当地区における
Net4Uやちょうかいネットなど既存の
地域医療情報ネットワークと融合しな
がら活用されていくことが期待される。
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註：患者・家族と医療者・介護者をつなぐ
Web連絡ノート。Net4Uと連携し，薬剤情
報や検査結果を共有するほか，在宅療養者の
変化に関する連絡などに活用される。

●図 1　Net4Uの利用者画面（サンプル事例）

患者情報を表示。患者にあっ
たイラストを 100 近いイラス
トの中から選択できる。

カレンダー表示で記事
の有無を俯瞰して表示
できる。

情報共有している施設が
一覧表示される。 複数の施設が記入するカルテ表示。所見，処置，

処方，検査，文書，メモが登録／表示でき，患者
情報の共有のプラットフォームとなる。

●図 2　  職種別ユーザー数の推移
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